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第
一
章

村
の

機
構

第
一
節

役
場
の
機
構
と
委
員
会

昭
和
二
十
一
年
十
一
月
三
日
新
憲
法
が
公
布
さ
れ
、

当
然
の
こ
と
と
し
て
旧
体
制
下
に
施
行
さ
れ
て
き
た
市
町
村
制
は
全
面
的
に
改
正

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
昭
和
二
十
二
年
四
月
十
七
日
法
律
第
六
十
七
号
を
も
っ
て
新
「
地
方
自
治
法
」
が
公
布
さ
れ
た
。
そ
の
第
一
条

は
次
の
よ
う
に
宣
言
す
る
。

第
一
条

こ
の
法
律
は
、

地
方
自
治
法
の
本
旨
に
基
づ
い
て
、

地
方
公
共
団
体
の
区
分
並
び
に
地
方
公
共
団
体
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
事
項
の

大
綱
を
定
め
、
併
せ
て
国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
間
の
基
本
的
関
係
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
民
主
的
に
し
て
能
率

的
な
行
政
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、

地
方
公
共
団
体
の

健
全
な
発
達
を
保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

そ
し
て
第
二
条
で
は
「
自
治
体
は
そ
の
公
共
事
務
及
び
法
律
又
は
こ
れ
に
基
く
政
令
で
定
め
ら
れ
た
事
務
の
ほ
か
、
そ
の
区
域
内
の
国

の
事
務
に
属
さ
な
い
一
般
行
政
事
務
一
切
」
を
取
り
扱
う
こ
と
と
し
二

十
二
項
目
の
事
務
を
例
示
し
て
い
る
(
そ
の
具
体
的
事
項
は

第 三
節

で
示
す
)。

こ
れ
ら
の
事
務
の
頂
点
に
立
つ
の
が
村
長
で
あ
る
。

地
方
自
治
法
第
百
四
十
七
条
の
規
定
に
あ
る
と
お
り
、

村
長
は
鳴
沢
村
を

代
表
し
て
そ
の
行
政
全
般
を
統
轄
す
る
と
と
も
に
法
律
政
令
に
よ
り
委
託
さ
れ
た
国
・
県
な
ど
の
事
務
を
取
り
扱
う
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
村
長
の
職
務
の
補
助
機
関
と
し
て
助
役
一
名
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
一
般
職
員
は
村
長
の
職
務
を
分
掌
す
る
機
関

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
こ
れ
が
室
・
課
を
構
成
す
る
。
村
の
会
計
全
般
を
取
り
扱
う
独
立
機
関
と
し
て
別
に
収
入
役
室
が
置
か
れ
て
い
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る
。
地
方
自
治
法
施
行
後
の
村
の
三
役
は
別
表
)1
の
と
お
り
で
あ
る
。

行
政
委
員
会

地
方
自
治
法
に
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
委
員
会
は
、
本
村
に
お
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

教
育
委
員
会

選
挙
管
理
委
員
会

公
平
委
員
会

監
査
委
員
会

農
業
委
員
会

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
(
別
表
二
参
照
)

こ
れ
ら
の
委
員
会
は
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
任
務
を
持
つ
機
関
で
法
制
上
独
立
し
た
権
限
機
能
を
付
与
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
首
長
が
執
行

す
る
行
政
の
民
主
的
公
平
を
考
量
し
て
第
三
者
的
立
場
に
お
い
て
目
的
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
制
度
と
言
え
る
(
右
の
内
、

教
育

委
員
会
に
つ
い
て
は
第
八
編
第
一
章
五
節
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
つ
い
て
は
本
編
第
四
章
三

節
、
農
業
委
員
会
に
つ
い
て
は
第
六
編
第
四
章
二

節
・
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
つ
い
て
は
本
編
第
二
章
二
節
の
記
載
と
重
復
す
る
の
で
省
略
)
。

公
平
委
員
会

委
員
三
名
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
そ
の
任
務
は
職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求
、
お
よ
び
職
員
に
対
す
る
不
利
益
処
分
を

審
査
し
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
任
期
は
四
年
で
あ
る
。

歴
代
公
平
委
員
は
別
表
四
の
と
お
り
で
あ
る
。

監
査
委
員
会

委
員
二
名
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
委
員
は
村
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
財
務
、
事
業
管
理
に
知
識
経
験
を
有
す
る
住
民
か
ら
一

名
、

議
会
議
員
の
内
か
ら
推
薦
さ
れ
た
一
名
を
選
任
す
る
。
地
方
自
治
法
に
よ
る
任
期
は
知
識
経
験
者
は
四
年
、
議
員
の
場
合
は
そ
の
任
期
中

で
あ
る
。
監
査
委
員
は
役
場
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
と
、

村
の
経
営
す
る
事
業
の
管
理
状
況
を
監
査
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

定
例

監
査
を
毎
年
十
月
、
例
月
検
査
は
毎
月
十
日
に
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
歴
代
の
委
員
は
別
表
団
の
と
お
り
で
あ
る

。

そ
の
他
の
委
員
会
・
審
議
会

本
村
で
は
前
記
の
行
政
委
員
会
の
ほ
か
に
現
在
八
つ
の
委
員

会、
審
議

会(
別
表
三
)
を
持
つ
。
行
政
の
複
雑
化
に
と
も
な
い
既
存
の
機
構
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内
で
処
理
す
る
の
は
不
適
当
と
す
る
事
案
が
次
々
と
発
生
す
る

。こ
れ
ら
に
対
処
す
る
に
は
有
識
者
の
意
見
を
ま
ず
聞
く
べ
き
だ
。
こ
の
た

め
村
長
の
諮
問
に
答
え
必
要
な
建
議
を
す
る
機
関
と
し
て
設
け
ら
れ
た
の
が
こ
れ
ら
の
委
員
会
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
機
関
は
一
つ
の
特

定
の
目
的
を
も
っ
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
目
的
達
成
後
は
解
消
さ
れ
る
性
格
を
持
っ
て
い
る
か
ら
、
任
期
、
定
数
な
ど
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

・
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地
法
自
治
法
に
基
づ
く
委
員
会

名
定

数
任

R期
選

任
方

法
他
の

根
拠

法
考

選
挙

管
理

委
員

会
四
人

四
年

議
会
に
お
い
て
選
挙

委
員
の
ほ
か
補
充
員
四
人

教
育

委
員

会
五
人

四
村り
長任
が
命 議
会
の
同
意
に
よ

び 地
方運

営 教
育

関 行

す 政

る の

法 組

律 織
及

目 毎
年に
二 1 一
1 人2
ず改
つ選
改
選
四
年

年
に

農
業

委
員

会
十
人

三
年

公
選
一
部
選
任

農
業
委
員
会
法

公
委

員
三
人

四
年

村り

長選

が任

議
会
の
同
意
に
よ

地
方
公
務
員
法

査
委

員
二
人

四
年

一
同
右
(
議
員
は
在
任
中
)

議
員
、
学
識
経
験
者
各

一

固
定
資

産生
評

価
審
査
委

員
会

三
人

三
年

り 村
「選 長
任 が
議
会
の

同
意
に
よ

地
方
税
法

人
毎
年
一
人
ず
つ
改
選

別
表 )白

そ
の
他
法
令
お
よ
び
条
例
ま
た
は
規
則
に
基
づ
く
委
員
会
・
協
議
会

名
称

定
数

任
期

選
任

方
法

根
拠
法
又
は
条
例

備
考

行
政

改
革
推
進
委

員
会

十
人

三
年

村
長
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条
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計
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該
期
間

防
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対

策
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報
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審
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会

一
十
人

当
該
期
間

条
例
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0
五吾
四
・

五・ 1
今
英六
・
五
・
二
〇 0

渡
聖
貴
雄

ク
六 K〇 O

・
五
・

九
"

六

E
D

二

I

・
A

四
・
•

二
九

・
小
浜
・
五
・
三
一

今
英天

・
四
・
二

九
渡

ク 〃
六 K
〇 1 0・

一
"
六
・
七
・
九

・
兵 1 0

・
一

>
六
K〇 O・

九
・
言 三

小
ハ

六
一 1 0

・
二

T

三

A

～
現
在

・
兵

白
天
・

五
・
九

ハ
六
〇
・

五
・
九

小
か 〃
た
・

五
・
九

～
現
在

第
二

節
議

会

太
平
洋
戦
争
終
結
を
境
と
す
る
前
代
、
す
な
わ
ち
市
町
村
制
下
の
村
に
あ
っ
て
は
「
議
会
」
と
い
う
用
語
は
公
式
に
は
存
在
せ
ず
、

「
村
会
」
と
称
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
村
会
の
会
議
を
司
会
し
運
営
す
る
議
長
も
原
則
と
し
て
村
長
が
こ
れ
に
当
た
る
こ
と
と
な
っ
て
い

た
(
市
会
は
議
員
の
中
よ
り
選
挙
)。

議
決
機
関
と
執
行
機
関
が
分
別
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
主
と
し
て
町
村
の
規

模
が
小
さ
い
こ
と
が
理
由
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
村
長
の
職
務
権
限
と
村
会
の
職
務
権
限
と
対
比
し
て
提
案
権
の
所
在
が
必
ず
し
も
明
確

で
な
か
っ
た
点
も
村
長
を
も
っ
て
議
長
と
す
る
制
度
下
で
は
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

次
に
村
議
会
の
議
決
す
べ
き
案
件
を
旧
法
と
新
法
に
つ
い
て
対
比
す
る
。

町
村
制
第
四
十
条

町
村
会
ノ
議
決
ス
へ
キ
事
件
ノ
概
目
左
ノ
如
シ

一、
町
村
条
例
及
町
村
規
則
ヲ
設
ケ
又
ハ
改
廃
ス
ル
事
(
註
)

二
、
町
村
費
ヲ
以
テ
支
弁
ス
ヘ
キ
事
業
ニ
関
ス
ル
事
但
シ
第
七
十
七
条
ノ
事
務
及
法
律
勅
令
二
規
定
ア
ル
モ
ノ
ハ
此
ノ
限
ニ
在
ラ
ス

(
註
)

市
長
村
長
の
兼
職
兼
業
禁
止
規
定

三
、

歳
入
出
予
算
ヲ
定
ム
ル
事

四
、
決
算
報
告
ヲ
認
定
ス
ル
事

五
、
法
令

ニ
定
ム
ル
モ
ノ
ヲ
除
ク
ノ
外
使
用
料
、
手
数

料、
加
入

金
、
町
村
税
又
ハ
夫
役
現
品
ノ
賦
課
徴
収
二
関
ス
ル
事
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六
、
不
動
産
ノ
管
理
処
分
及
取
得

ニ
関
ス
ル
事

七
、

基
本
財
産
及
積
立
金
穀
等
ノ
設
置
管
理
及
処
分

ニ
関
ス
ル
事

八
、

歳
入
出
予
算
弓
以
テ
定
ム
ル
モ
ノ
フ
除
ク
ノ
外
新
二
義
務
ノ
負
担
ヲ
為
>
及
権
利
ノ
�
棄
ヲ
為
ス

事

九 、
財
産
及
営
造
物
ノ
管
理
方
法
ヲ
定
ム
ル
事
但
シ
法
律
勅
令
ニ
規
定
ア
ル
モ
ノ
ハ
此
ノ
限
ニ
在
ラ
ス

十
、
町
村
吏
員
ノ
身
元
保
証
二
関
ス
ル
事

十
一
、
町
村
ニ
係
ル
訴
願
訴
訟
及
和
解
二
関
ス
ル
事

①
地
方
自
治
法
第
九
十
六
条

普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
件
を
議
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一、
条
例
を
設
け
又
は
改、
廃
す
る
こ
と
。

二
、

予
算
を
定
め
る
こ
と
。

三
、

決
算
を
認
定
す
る
こ
と
。

四
、
法
律
又
は
こ
れ
に

基
づ
く
政
令
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
外
、
地
方
税
の
賦
課
徴
収
又
は
分
担

金、
使
用
料
、
加
入
金
若
し
く
は
手
数
料
の

徴
収
に
関
す
る
こ
と
。

五
、
そ
の
種
類
及
び
金
額
に
つ
い
て
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
条
例
で
定
め
る
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
。

六
、

条
例
で
定
め
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、

財
産
を
交
換
し
、
出
資
の
目
的
と
し
、

若
し
く
は
支
払
手
段
と
し
て
使
用
し
、
又
は
適
正
な
対
価
な
く

し
て
こ
れ
を
譲
渡
し
、
若
し
く
は
貸
し
付
け
る
こ
と
。

七
、
財
産
を
信
託
す
る
こ
と
。

八
、

前
二
号
に
定
め
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
そ
の
種
類
及
び
金
額
に
つ
い
て
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
条
例
で
定
め
る
財
産
の
取
得
又
は
処
分

を
す
る
こ
と
。

九
、

負
担
附
き
の
寄
附
又
は
贈
与
を

受
け
る
こ
と
。

十
、
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
又
は
条
例
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ

か
、
権
利
を
放
棄
す
る
こ
と
。

十
一
、

条
例
で
定
め
る
重
要
な
公
の
施
設
に
つ
き
条
例
で
定
め
る
長
期
か
つ
独
占
的
な
利
用
を
さ
せ
る
こ
と
。

十
二
、
普
通
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
当
時
者
で
あ
る
審
査
請
求
そ
の
他
の
不
服
申
立
て
、
訴
え
の
提
起
、
和

解、
斡

旋、
調
停
及
び
仲
裁
に
関
す

る
こ
と

。
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十
三
、
法
律
上
そ
の
義
務
に
属
す
る
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
。

十
四
、

普
通
地
方
公
共
団
体
の
区
域
内
の
公
共
的
団
体
等
の
活
動
の
綜
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

十
五
、
そ
の
他
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
に
よ
り
議
会
の
権
限
に
属
す
る
事
項
。

@
前
項
に
定
め
る
も
の
を
除
く
外
、
普
通
地
方
公
共
団
体
は
、
条
例
で
普
通
地
方
公
共
団
体
に
関

わ
る
事
件
に
つ
き
議
会
の
議
決
す
べ
き
も
の
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

地
方
自
治
法
で
は
前
記
の
よ
う
に
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
を
列
挙
し
て
一
章
を
設
け
議
決

機
関
と
し
て
そ
の
権
能
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

鳴
沢
村
議
会
は
定
教
十
六
名
の
議
員
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

議
会
は
定
例
会
、
臨
時
会
、
常
任
委
員
会
を
主
軸
と
す
る
会
議
に
よ
り
運
営
さ
れ
る
。
年
四

回
と
定
め
ら
れ
た
定
例
会
、
必
要
の
つ
ど
開
か
れ
る
臨
時
会
は
村
長
が
招
集
す
る
。
別
に
議
会

独
自
の
問
題
で
議
長
が
招
集
す
る
協
議
会
が
あ
る
。
常
任
委
員
会
は
原
則
と
し
て
委
員
長
が
招

集
す
る
。

議
長
は
議
会
を
代
表
す
る
と
と
も
に
会
議
を
主
宰
す
る
。
代
理
機
関
と
し
て
副
議
長
を
置
く

が
と
も
に
議
員
の
選
挙
に
よ
っ
て
決
め
る
建
前
で
あ
る
。
常
任
委
員
長
は
そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
の
中
か
ら
選
任
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る

r
e。議

会
に
付
議
さ
れ
る
案
件
は
村
長
か
ら

提
案
さ
れ
る
も
の
と
、

議
員
か
ら

提
案
さ
れ
る

も
の
と
二

通
り

あ
る
。

常
任
委
員
会
は
議
会
審
議
を
そ
れ
ぞ
れ
専
門
的
視
野
か
ら
討
議
し
、

ス
ム
ー
ス
な
運
営
を
は
か
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
次
の

と
お
り

構
成
さ
れ
る

。

一 、
総
務
常
任
委
員
会

六
人
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行
政
一

般、
庶
務
、
教
育
及
び
社
会
、
そ
の

他、
他
の
委
員
会
に
属
さ
な
い
こ
と
。

二
、

産
業
経
済
常
任
委
員
会

五
人

産
業
、

観
光
及
び
経
済
に
関
す
る
こ
と
。

三
、

建
設
常
任
委
員
会

五
人

土
木
、
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水
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こ
と
。
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行
後
の
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正
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。
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第
三
節

役
場

事
務

地
方
自
治
法
第
百
三
十
八
条
の
二
は
役
場
事
務
の
基
本
理
念
を
次
の
と

お
り

示
し
て
い
る
。

「
普
通
地
方
公
共
団
体
の
執
行
機
関
は
、

当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
条
例
、
予
算
そ
の
他
の
議
会
の
議
決
に
基
く
事
務
並
び
に
法

令、
規
則
そ
の



役場事務風景
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他
の
規
程
に
基
く
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
及
び
国
、
他
の
地
方
公
共
団
体
そ
の

他
公
共
団
体
の
事
務
を
、
自
ら
の
判
断
と
責
任
に
お
い
て
、
誠
実
に
管
理
し
及
び

執
行
す
る
義
務
を
負
う
。
」

こ
の
よ
う
に
示
さ
れ
た
役
場
事
務
の
内
容
を
運
営
面
の
実
態
か
ら
分
析
す
る

と
、
自
治
体
固
有
の
事
務
と
、

国
、
県
か
ら
法
律
・
命
令
等
に
よ
り
委
託
さ
れ

た
事
務
と
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
近
代
社
会
の
高
度
発
展
に
と
も
な
い
国
、
県

等
に
か
か
る
委
女
託
事
務

、が
増
大
す
る
と
と
も
に
複
雑
化
し
、
た
め
に
自
治
体
固

有
の
事
務
が
圧
迫
さ
れ
、

過
重
な
経
済
的
負
担
が
強
い
ら
れ
て
い
る
事
実
も
否

定
で
き
な
い
。

00
本
村
に
お
け
る
役
場
事
務
の
内
容
は
次
の
と
お
り
分

類
さ

れ
る
。

企
画
室

一、
村
政
の
総
合
的
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

二
、

村
政
振
興
の
企
画
に
関
す
る
こ
と
。

三
、
総

合口
開
発
計 十
画 面
及
び
そ
の
他
の
事
業
の
総
合
的
企
画
に
関
す
る
こ
と
。

四
、

事
務
処
理
合
理
化
に
関
す
る
こ
と
。

五
、

指
定
統
計
及
び
そ
の
他
の

統
計
に
関
す
る
こ
と
。

六
、

広
報
に
関
す
る
こ
と
。

七
、

交
通
安
全
に
関
す
る
こ
と
。
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八
、

無
線

局
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

出
納
室

収
入
役
の
権
限
に
属
す
る
次
の
事
務
を
処
理
す
る
。

一
、

現
金
(
現
金
に
代
え
て
納
付
さ
れ
る
証
券
及
び
基
金
に
属
す
る
現
金
を
含
む
)
の
出
納
及
び
保
管
に
関
す
る
こ
と
。

二
、

小
切
手
の
振
り
出
し
に
関
す
る
こ
と
。

三
、
有
価
証
券
(
公
有
財
産
ま
た
は
基
金
に
属
す
る
も
の
を
含
む
)
の
出
納
及
び
保
管
に
関
す
る
こ
と
。

四
、
物
品
の
出
納
及
び
保
管
(
使
用
中
の
物
品
に
係
る
保
管
を
除
く
)
に
関
す
る
こ
と
。

五
、
現
金
及
び
財
産
の
記
録
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

六
、
支
出
負 貝
担

に 行
為
の
確
認
に
関
す
る
こ
と
。

七
、

決
算
の
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

総
務
課

総
務
係

一
、

秘
書
に
関
す
る
こ
と
。

二
、

儀
礼
に
関
す
る
こ
と
。

三
、

表
彰
及
び
ほ
う
賞
に
関
す
る
こ
と
。

四
、
公
文
書
の
収
受
及
び
発
送
に
関
す
る
こ
と
。

五
、
公
印
の
管
守
に
関
す
る
こ
と
。

六
、

条
例
、

規
則
、

規
程
等
の
審
査
及
び
公
告
式
に
関
す
る
こ
と
。
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七
、
文
書
編
さ
ん
保
存
及
び
未
完
結
文
書
の
調
査
に
関
す
る
こ
と
。

八
、
例
規
集
の
編
さ
ん
に
関
す
る
こ
と
。

九
、
公
報
に
関
す
る
こ
と
。

十
、

職
員
の
任
免
、
進
退
、
賞

罰、
服
務
及
び
身
分
に
関
す
る
こ
と
。

十
一
、

職
員
の
給
与
、

勤
務
時
間
、
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
こ
と
。

十
二
、
職
員
の
研
修
及
び
勤
務
成
績
の
評
定
に
関
す
る
こ
と
。

十
三
、
職
員
の
衛
生
管
理
及
び
福
利
厚
生
に
関
す
る
こ
と
。

十
四
、
公
務
災
害
補

償、
市
町
村
職
員
共
済
組
合
及
び
町
村
総
合
事
務
組
合
に
関
す
る
こ
と
。

十
五
、

職
員
団
体
に
関
す
る
こ
と
。

十
六
、
議
会
、

選
挙
管
理
委
員
会
及
び
公
平
委
員
会
に
関
す
る
こ
と
。

十
七
、

事
務
改
善
に
関
す
る
こ
と
。

十
八
、

境
界
変
更
、

廃
置
分

合
、
及
び
字
名
の
設

定、
変
更
に
関
す
る
こ
と
。

十
九
、
当
直
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
、

庁
内
取
締
及
び
庁
舎
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
一
、

消
防
防
災
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
二
、
無
線
局
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
三
、
他
の
課
及
び
総
務
課
の
他
の
係
の
所
掌
に
属
さ
な
い
こ
と
。

財
政

係
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一
、

村
財
政
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

二
、
歳
入
歳
出
予
算
の
編
成
及
び
経
理
に
関
す
る
こ
と
。

三
、
地
方
交
付
税
に
関
す
る
こ
と
。

四
、
起
債
に
関
す
る
こ
と
。

五
、

村
有
財
産
に
関
す
る
こ
と

。

税
務
係

一
、

法
定
普
通
税
及
び
入
湯
税
の
賦
課
に
関
す
る
こ
と
。

二
、
法
定
普
通
税
の
課
税
台
帳
の
調
整
及
び
保
管
に
関
す
る
こ
と
。

三
、

納
税
証
明
に
関
す
る
こ
と
。

四
、
納
税
組
合
の
育
成
に
関
す

る
こ
と
。

五
、
固
定
資
産
の
評
価
に
関
す
る
こ
と
。

六
、

固
定
資
産
税
台
帳
並
び
に
土
地
及
び
家
屋
名
寄
帳
に
関
す
る
こ
と
。

七
、

村
税
及
び
そ
れ
に
か
か
る
付
帯
金
徴
収
に
関
す
る
こ
と
。

八
、

村
税
の
滞
納
処
分
に
関
す
る
こ
と
。

民
生
課

住
民
係

一、
戸
籍
に
関
す
る
こ
と
。

二
、

住
民
基
本
台
帳
に
関
す
る
こ
と
。
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三
、

外
国
人
登
録
に
関
す
る
こ
と
。

四
、

印
鑑
登
録
に
関
す
る
こ
と
。

五
、

埋
火
葬
許
可
に
関
す
る
こ
と
。

六
、

国
民
年
金
に
関
す
る
こ
と
。

七
、

妊
娠
届
の
受
理
並
び
に
母
子
手
帳
の
発
行
に
関
す
る
こ
と
。

八
、
予
防
接
種
台
帳
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

九
、

各
種
証
明
に
関
す
る
こ
と
。

十
、

無
線
局
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

厚
生
係

一
、

生
活
保
護
に
関
す
る
こ
と
。

二
、

児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と
。

三
、
災
害
救
助
に
関
す
る
こ
と
。

四
、
社
会
福
祉
事
業
に
関
す
る
こ
と
。

五
、
民
生
委
員
及
び
児
童
委
員
に
関
す
る
こ
と
。

六
、

身
体
障
害
者
に
関
す
る
こ
と
。

七
、
母
子
家
庭
に
関
す
る
こ
と
。

八
、

青
少
年
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

九
、
自
衛
官
募
集
に
関
す
る
こ
と
。
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十
、

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
こ
と
。

十
一
、
公
衆
衛
生
、
伝
染
病
予
防
に
関
す
る
こ
と
。

十
二
、

妊
産
婦
及
び
乳
幼
児
保
健
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

十
三
、
行
旅
病
人
、
同
死
亡
人
、

変
死
人
に
関
す
る
こ
と
。

十
四
、
墓
地
に
関
す
る
こ
と
。

十
五
、
墓
地
納
骨
堂
ま
た
は
火
葬
場
の
経
営
の
許
可
に
関
す
る
こ
と
。

十
六
、

畜
犬
登

録
、

鑑
札
の
交
付
及
び

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交
付
に
関
す
る
こ
と
。

十
七
、

動
物
の
死
体
処
理
に
関
す
る
こ
と
。

十
八
、
衛
生
施
設
の
管
理
及
び
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

十
九
、
他
の
係
に
属
さ
な
い
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

振
興
課

産
業
係

一、
農
林
業
の
指
導
奨
励
に
関
す
る
こ
と
。

二
、

農
林
関
係
諸
団
体
の
指
導
連
絡
に
関
す
る
こ
と
。

三
、

生
活
改
善
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

四
、

土
地
改
良
に
関
す
る
こ
と
。

五
、
家
畜
の
伝
染
病
予
防
に
関
す
る
こ
と
。

六
、

病
虫
害
防
除
対
策
に
関
す
る
こ
と
。
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七
、
農
業
共
済
に
関
す
る
こ
と
。

八
、

農
業
委
員
会
に
関
す
る
こ
と
。

九
、
商
工
団
体
の
指
導
及
び
連
絡
に
関
す
る
こ
と
。

十
、

観
光
に
関
す
る
こ
と
。

十
一
、

鳥
獣
の
保
護
に
関
す
る
こ
と
。

十
二
、

無
線
局
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

十
三
、

他
の
係
の
所
管
に
属
し
な
い
こ
と
。

建
設
係

一、
村
建
設
計
画
の
立
案
に
関
す
る
こ
と
。

二
、
道
路
、

橋
、

河
川
に
関
す
る
こ
と
。

三
、
災
害
防
止
及
び
復
旧
に
関
す
る
こ
と
。

四
、
建
築
基
準
法
(
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
)
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

水
道
課

水
道
係

一
、

簡
易
水
道
に
関
す
る
こ
と
。

二
、
無
線
局
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

以
上
の
役 �
場
事

務
に
従
事
す
る
職
員
の
定
数
は
条
例
で
次
の
と
お
り
定
め
ら
れ
て
い
る
。
(
昭
和
五
六
、
五
一
一
五
最
終
改

正
)

一、
村
長
の
事
務
部

局
の
職
員
(
地
方
公
営
企
業
法
第
十
五
条
に
規
定
す
る
職
員
及
び
消
防
組
織
法
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
消
防
吏
員
を
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除
く
)

事
務
吏
員

十
九
人

技
術
吏
員

八
人

そ
の

他
の

職
員

四
人

計
三
十
一
人

二
、
議
会
の
事
務
部
局
の
職
員

事
務
局
長

一
人

書
記

二
人

計
三
人

三
、

教
育
委
員
会
の
事
務
部
局
の

職
員

事
務
吏
員

四
人

そ
の
他
の

職
員

二
人

計
六
人

四
、

選
挙
管
理
委
員
会
の
事
務
部
局
の

職
員

書
記

二
人

五
、

監
査
委
員
の
事
務
部
局
の

職
員

書
記

二
人

六
、
公
平
委
員
会
の
事
務
部
局
の
職
員

事
務

職
員

二
人

七
、

農
業
委
員
会
の
事
務
部
局
の
職
員

農
地
主
事

二
人

八
、
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
学
校
の
職
員

三
人

昭
和
六
十
二
年
一
月
一
日
現
在
の
職
員
の
配
置
構
成
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
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主 係 主 用 主 主 係 主 係
務 事
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藤 辺 上 野 上 藤 原 浦 辺 辺 辺】 林 藤

博 照 明 文 明 秀 岩 千 重 伸 芳 頼
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記 長

保 母主
会 務 〃 1

渡 渡 渡 佐 渡 三 桑 小 渡渡 渡 小
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鳴
沢
村
役
場
職
員
(
昭
和
六
二
ー ‒
一
‒ ‒
一
現
在
)

村
長

小
林

美
知

振
興
課

鳴
沢
保
育
所

助
役

渡
辺

覚
課

長
所

長
小

林
輝

美

収
入
役

渡
辺

啓
徳

土
木
係

係
長

主母

任
保

渡
辺

春
子

事
総
務
課

保
母

辺
富
美
子

課
長

農
政
係

主
任

辺
え
つ
子

見
政
係

係
長

林
務
係

主
事

小
林

憲
子

工
事

企
画
室

渡
辺

明
子

1
用
務
員

渡
辺

し
げ
子

税
務
係

係
長

室
長

1 1
主

事
企
画
係

主
査

梶
鳴
沢
小
学
校

主
事
補

用
務
員

佐
藤

美
保
子

道
課

用
務
員

課
長
(
兼
)

三
浦

桑
原

京
子

民
生
課

主
事

三
浦

議
会
事
務

局
課

長
渡

辺
民

雄
教
育
委
員
会

局
長
(
兼
)

住
民
登

録
兼
福

主
任

渡
辺

正
子

教
育
長

佐
藤

秀
書

記
(
兼
)

祉
係

係
長
(
兼
)
伊

賀
上

明
農
業
委
員
会
事
務
局

主
任

小
林

育 社
会
教

係
長

小
佐
野

文
男

局
長
(
兼
)

た
ゑ

書
記
(
兼
)

が
、

国
保
係

係
長

公
民
館

係
長

伊
賀
上

明
福
祉
係

土
事

用
務
員

渡
辺

照
子

選
挙
管
理
委
員
会

主
事
補

書
記
長

兼
)

保
健
婦
(
県
派
遣
)

ン 体

タ 育

ー
セ

主
事

佐
藤

博
水

書 書

記

((
兼 兼
))

利
辺

徳
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第
四
節

一
部
事
務
組
合

地
方
自
治
法
第
二
百
八
十
四
条
で
は
、
市
町
村
は
相
互
の
協
議
に
よ
り
関
連
す
る
事
務
を
共
同
処
理
す
る
た
め
知
事
の
許
可
を
得
て
一

部
事
務
組
合
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
組
合
の
権
能
は
そ
の
目
的
と
す
る
共
同
処
理
す
る
事
務
の
範
囲
に
限
定

さ
れ
る
が
、

内
部
組
織
と
し
て
は
普
通
市
町
村
と
同

様、
議
決
機
関
と
執
行
機
関
を

備
え
運
営
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
村
が
加
入
し
て
い
る
一
部
事
務
組
合
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

名
称

共
同

処
理

す
る

事
務

組
織

市
町

村

富
士
北
麓
広
域
市
町
村
圏
協
議
会

広
域
市
町
村
計
画
策
定
に
関
す
る
事
務

富
士
吉
田
市
、
西
桂
町
、
忍
野
村
、

山
中
湖

村
、

(
昭
和
四
四
・
一
〇
・
一
施
行
)

二
、

計
画
実
施
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
事
務

河
口
湖
町
、

勝
山

村、
足
和
田
村
、

鳴
沢
村
及

び
上
九
一
色
村

山
梨
県
町
村
会
議
員
公
務
災
害
補

組
合
町
村
の
議
会
の
議
員
の
公
務
災
害
補
償
に
関

|
山
梨
県
内
全
町
村

償
組
合

す
る
事
務

(
昭
和
四
三
・
一
二
・
五
施

行
)

山
梨
県
町
村
総
合
事
務
組
合

一、
常
勤
の
職
員
(
市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
負

山
梨
県
内
の
全
町
村
、

(
昭
和
五
一
・
七
・
一
県
指
令
)

担
法
第
一
条
及
び
第
二
条
に
規
定
す
る
職
員
を

東
山
梨
消
防
組
合
、
東
八
消
防
組
合
、
峡
南
消
防
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)
に
対
す
る
退
職
手
当
の
支
給

一
組

合
、

峡
西
消
防
組

合、
峡
北
地
区
消
防
組

合
、

二
、
次
に
掲
げ
る
災
害
に
対
す
る
補
償

富
士
五
湖
消
防
組

合、
黒
駒
山
恩
賜
県
有
財
産
保

イ
、
消
防
組
織
法
第
十
五
条
の
七
第
一
項
に
規

護
組

合
、

城
山
外
一
字
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組

定
す
る
非
常
勤
消
防
団
員
の
公

務
上
の

災
合
、
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保
護

害
、

ロ
、
消
防
法
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
|
組

合
、

鳴
沢
村
外
一
町
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保

に
規
定
す
る
消
防
に
協
力
援
助
し
た
者
の
災

護
組
合
、
河
口
湖
南
水
道
企
業
団
、

害
、

ハ
、
水
防
法
第
六
条
の
二
第
一
項
に
規

定
す
る
水
防
団
長
及
び
水
防
団
員
の
公
務
上

の
災
害
、
ニ
、
水
防
法
第
三
十
四
条
に
規
定

す
る
水
防
に
従
事
し
た
者
の
災
害
、

ホ
、
災

害
対
策
基
本
法
第
八
十
四
条
第
一
項
に
規
定

す
る
応
急
措
置
に
従
事
し
た
者
の
災
害

三
、
消
防
職
員
及
び
消
防
団
員
の
賞
じ
ゅ
つ

金
の

支
給

四
、

消
防
組
織
法
第
十
五
条
の
八
に
規
定
す
る
非

常
勤
消
防
団
員
の
退
職
報
償
金
の
支
給

五
、
住
民
の
交
通
災
害
共
済
事
業

鳴
沢
村
ほ
か
一
町
二
か
村
恩
賜
県
有
一
恩
賜
林
の
保
護
に
関
す
る
事
務

鳴
沢

村、
足
和
田
村
(
旧
大
嵐
村
)
勝
山

村、
河



第一章 村の機構

上

7-95‒‒

財
産
保
護
組

合
口
湖
町
(
旧
小
立

村、
舟
津
村
)

(
昭
和
三
六
・
七
・
七
改

正
)

富
士
吉
田
市
外
一
市
二
町
七
力
村
一

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律

富
士
吉
田

市、
都
留
市
、

河
口
湖
町
、
西
桂
町
、

組
合
指
導
主
事
共
同
設
置

第
十
九
条
に
基
づ
く
指
導道
主
事
の
事

務
忍
野
村
、

中
野

村、
足
和
田
村
、

鳴
沢
村
、
勝
山

(
昭
和
三
六
・
九
・
三
〇
施
行
)

村
、

秋
山
村
、
道
志
村
、
河
口
湖
南
中
学
校
組
合

富
士
五
湖
消
防
組
合

消
防
に
関
す
る
事
務

富
士
吉
田
市
、

西
桂
町
、
忍
野
村
、
山
中
湖
村
、

(
た
だ
し
消
防
団
に
関
す
る
事
務
、
消
防
水
利
施

河
口
湖

町
、

勝
山
村
、
足
和
田
村
、
鳴
沢

村、
上

設
の
設
置
、

維
持
管
理
に
関
す
る
事
務
を
除
く
)

九
一
色
村

55

河
口
湖
南
中
学
校
組
合

中
学
校
の
設
置
、

管
理
運
営

河
口
湖
町
、

鳴
沢

村、
足
和
田
村

(
昭
和
四
九
・
三
・
施
行
)

河
口
湖
町
外
四
力
村
共
同
伝
染
病
隔

一
、

伝
染
病
舎
の
設
置
及
び
廃
止
に
関
す
る
こ
と

|
河
口
湖

町、
勝
山
村
、
足
和
田
村
、

鳴
沢
村
、

上

離
病
舎
組
合

二
、

伝
染
病
舎
の
運
営
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

九
一
色
村
(
精
進
、

本
栖
)

三
、
伝
染
病
舎
の
予
算
編
成
及
び
決
算
の
認
定
並

び
に
執
行
に
関
す
る
こ
と

四
、

そ
の
他
必
要
と
認
め
る
こ
と
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青
木
ヶ
原
衛
生
セ
ン
タ
ー

し
尿
処
理
場
、
ご
み
処
理
場
、

及
び
こ
れ
に
関
連

河
口
湖
町
、
勝
山
村
、
足
和
田

村、
鳴
沢
村
、
上

(
昭
和
四
五
・
六
・
三
施
行
)

す
る
施
設
の
建
設
、
維
持
管
理
、
運
営
に
関
す
る

九
一
色
村

事
務

青
木
が
原
ご
み
処
理
組
合

ご
み
処
理
場
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
施
設
の

建
一
勝
山
村
、
足
和
田
村
、
鳴
沢
村
、
上
九
一
色

村
、

(
昭
和
四
八
・
三
・
一
〇
許
可
)

設
、
維
持
管

理、
運
営
に
関
す
る
事
務

石
和

町
、

御
坂
町
、
一
宮
町
、
八
代
町
、
境
川
村

中
道
町
、
芦
川
村
、

豊
富
村

(
岡

達
男
)
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